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成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・比
較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成後
の状態）

(具体的な取組・行動の内容・スケ
ジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)
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病院機能評価再受審への対応 A

病院機能評価は、患者様
の視点に立った良質な医
療の実践が評価される。そ
のためには職員一人ひとり
が関わりを持ち、医療の質
向上のために取り組む

病院機能評価認定病院
（Ver6.0)（平成２７年１２
月１８日まで）

平成２７年１０月末
病院機能評価（3ｒｄG　Ver1.0)の
認定

・各委員会の開催
・受審に向けたケアプロセスの確認
・H27.7訪問受審支援（予定）
・H27.10認定更新（予定）

・H27.7.23訪問受審支援
・機能評価委員会開催（５回）
・各委員会でマニュアル改訂、施設
改修、備品整備要望等を取りまとめ
・ケアプロセスの確認（２F・４F)

・H27.10.19-20　機能評価受審

・H27.10.19-20　受審
・H27.12.1　中間的な結果報告
　（評価C項目なし（改善要望事
項））
・H28.1.15　認定

・機能評価委員会開催
・模擬ケアプロセス（２F・４F)
・各委員会マニュアル改訂
・施設改修・備品整備等
・各種研修会参加

・５年に１度の更新が職員のモチベーショ
ンを保つためのアイテムの一つとなってい
る。
今回、前回更新と比較し内容が大きく変
更となったことが、これまでと違った緊張
感、向上心の醸成につながったと考えて
いる。
継続してモチベーションとなるようにしてい
きたい。
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新公立病院改革プラン策定 A

県が策定する地域医療ビ
ジョンや国が新たに示した
ガイドラインに沿った改革プ
ランの策定

既存改革プランは平成
２５年度末が最終年度

平成２７年度末 新改革プラン策定
・地域医療ビジョンの動向確認
・各科との協議（課題等整理）
・市長部局、横手病院との調整

・8/31企画経営会議を実施
　作業内容等の検討

・地域医療ビジョン策定がH28年度
になったため、地域医療ビジョンと
の整合性が必要なため策定年度は
H28年度に変更

・各科との意見交換（課題の共有）
・計画策定に向けたスケジュールの
策定

・県の地域医療ビジョンの策定が遅
れたため取組なし

・県の地域医療ビジョンの策定が遅れ
たため取組なし

・県の地域医療ビジョンの策定が遅れた
ため今年度は実績がなかった。
・H28年度は県の動向を見ながら、市長部
局とも連携を密にして計画策定に向けて
取り組んでいきたい。
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目標達成の状況【output・input】目標に対する活動（上半期レビュー）目標の内容


